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の間に１万語進展したことになる (Labor, Leitz and
Shepard 933)｡ この1910－11年は作家ロンドンの生涯
においてどういう時期だったのか｡ ロンドンの作家と
しての名声を確立した The Call of the Wildが1903年の
出版で, 代表作といってもよい海洋小説 The Sea-Wolf
が1904年, さらにはWhite Fang (1906), The Iron Heel
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Dragomiloff, on the other hand, did not deny that he
played the part of the man on horseback, who
thought for society, decided for society ; but he did
deny, and emphatically, that society as a whole was
able to manage itself, and that, despite blunders and
mistakes, social progress lay in such management of
the whole by itself. (3637)
ニーチェの超人とは, 永劫回帰の虚無を克服し, 受
動的で画一的な弱き ｢畜群｣ から離れ, 社会的な正義,
道徳を超越してみずからの善悪を優先するような存在
である｡ ドラゴミロフは暗殺組織のトップとしてみず























































重ねていた頃, 最初に Overland Monthlyに採用された
際の原稿料はわずか５ドルであった (Labor 95, 120)｡
1899年には郵便配達の職に応募し採用されかけるが,
このときの月給65ドルはそれまで２年間で稼いだ原稿










者が増え, 図書館も増えた (Wilson 12)｡ また, 印刷
技術の向上によってイラスト付きの雑誌が安価に発行
できるようになり, 雑誌文化が花開いた｡ それまでは
作家の活躍できる雑誌媒体は Scribner’s, Harper’s, Cen-
tury くらいしかなかったのが, Overland Monthly,
Youth’s Companion, McClure’s など多くの雑誌が発刊
された (West 1034)｡ The Writer, The Editorといっ
た雑誌の刊行 (ともに1887年) は, こうした雑誌文化














見られる｡ 1900年12月号の The Writerによせた “The
Question of a Name” というエッセイがそれである｡
Every first-class magazine is overwhelmed with ma-
terial (good material), of which it cannot use a
tithe ; and it will reject an unknown’s work, which
may possess a value of say, two, and for which it
would have paid a price of, say, one, and in place of
it accept a known’s work with a value of one, for






























ロンドンの思考は “logic of the factory” に支配されて
おり, 上記の部分でも１年間の執筆よりも ｢れんが職
人の仕事の方がより骨が折れ, より長時間の労働｣ だ









年の６月に作家志望の友人 Elwyn Hoffman にあてた
手紙の中でロンドンはこう吐露している｡
No; I’m damned if my stories just come to me. I had
to work like the devil for the themes. Then, of
course, it was easy to just write them down. Expres-
sion, you see―with me―is far easier than inven-
tion. It is with the latter I have the greatest trouble,



































































そしてその事実は, 前出のエッセイ “The Question





























had you in mind to a considerable extent” と書いてい






I wonder if there’s too much fantasy and too little
Jack London in the plot ? and if it couldn’t be made
a real Jack London plot ; one good for a 75,000 word
novel ?(486)
ルイスはプロットがジャック・ロンドンらしいかどう






その夫 (同ホール) を南洋まで逃げさせ, そこで彼ら
はソロモン諸島の野蛮人を率いて暗殺局に対抗する新
たな組織をつくり, 長官は “the Napoleon of a strange
nation” になって暗殺局の新たな長官を捕まえ “a kind
of Sea Wolf ” になるというものであった｡ その提案を
しながらルイスは “All this last part would be Jack Lon-
don, and Jack London only” とロンドンらしさが表出
しているかを気にかけ, 最後にはこの提案によって
“Would it be possible. . . to make a real Jack London
novel of not less than 70,000 words out of the Assassina-
tion Bureau?” と, あくまでジャック・ロンドン的長
編小説として完成できるかを訊ねているのである(486)｡











れ作品化されたものが “Winged Blackmail” (1910) と
“When All the World was Young” (1910) であるが,
前者は伝書鳩を使って暗殺予告をしてきた脅迫者を飛
行機でつかまえる話であり, 第一節で挙げた “The
Minion of Midas” 同様, 脅迫と暗殺のテーマに分類す
ることができる｡ また, 夜になると原始人に先祖返り
してしまう企業家を描いた後者は, 原始生活を営む類























を ｢作者効果 (author-effect)｣ へと還元してみせたこ
とだろう (Ruthven 112)｡ この立場に立つならば, AB
の作者がカリフォルニア生まれで南洋へと旅した元私
















にものか｣ としての ｢機能｣ にすぎないのである｡ フー
コーの言うように作者というのが ｢機能｣ であるなら
ば, まさに ABは目に見える形で ｢ジャック・ロンド
































The motion of the sea increased. It circled with
ever-increasing velocity. Before Hall’s horrified
eyes the smooth surface began slowly to dip towards
the center, to begin the formation of a gigantic flat
cone with smooth, shining sides. The canoe coasted
free along the green walls, tilted but locked in place
by the giant centrifugal force. The occupants had
ceased paddling ; their hands were fastened to the






















の論理である｡ ポーは ｢盗まれた手紙｣ (1845) でデュ
パンと話す語り手をして, 丁半ゲームを題材に, 推論
で重要なのは “an identification of the reasoner’s intel-
lect with that of his opponent”(340)だと言わせている｡
追っ手の行動を正確に予測するドラゴミロフは, この
ポーの手法をなぞるかのように, 彼の推理は “(B)y
placing myself in their position and calculating what I




























主義, あるいは家族資本主義｣ であったが, 20世紀に


































(27)｡ そしてロンドンの, “the stamp of ‘self ’ upon
their work―a trade mark of far greater value than copy
















































ドン研究の周縁に位置する本作 ABは, 逆説的に, もっ
とも ｢ジャック・ロンドン｣ らしい, ｢ジャック・ロ
ンドン｣ のありかたを明示的に実践してみせた作品だ
ということができよう｡ そしてそこに現われる作者と
は, Jack London Co,. Ltd. なのである｡
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注
1) Londonの商品としての ｢自己｣ の確立がいかに彼の
作家としての成功に重要であったかを鋭く考察した,
まとまった London 作品研究としては比較的新しい
Jonathan AuerbachのMale Call (1996) でも本作はまっ
たく言及されず, 最新の伝記である Earl Laborの Jack
London : An American Life (2013) においても注で一度
言及されるのみである｡ この作品について書かれた論
















4) Richard O’Connor, Jack London ; A Biography (1965),
121. (qtd in Bridgwater 165)
5) スペンサーの社会進化論は, ｢適者生存｣ の概念を
人間にあてはめて優生学的な弱者排除を肯定したとし
て非難されることがあるが, Leonardによればこれは






以来の友人である Cloudesley Johnsは, 名前の重要性
を論じた前掲のエッセイを読んでロンドンの目指すも
のは “assurance of being able some day to sell any sort




からこそかもしれない｡ (Labor, Leitz, Shepard 245)
8) われわれが想定しがちな歴史的人物としての作者の
存在がいかに不確かかの実例は Ruthvenに詳しい｡
Homer や Shakespeare といった実在の人物との対応
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